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異物混入について



異物とは？

本来食品にあるべきでないものであって、

目視で確認でき、物理的に除去できるもの

異物混入について



異物の分類

・食材の一部（原材料由来のもの）…貝や卵の殻など

・運搬器具，包材の一部…開封後のビニル片など

・調理器具の一部…ザルやタワシの破片など

・従業員から混入するもの…髪の毛や爪，絆創膏など

・調理施設から混入するもの

・衛生害虫…ハエやゴキブリなど

・紛失しても気付かないもの…輪ゴムやクリップ、マグネット、

壁の破片、ホチキスの芯など
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異物混入について
どこから混入する？



事例紹介



チャーハンへのゴキブリの混入

【概要】

レストランでチャーハンを食べていたところ、

中からゴキブリ様の虫が出てきた

駆除後の清掃不足により、死骸や弱ったゴキブリが混入しやすくなっていた！

材料保管中や加熱調理中にゴキブリが混入し、

目視での確認を怠ったため、そのまま提供してしまった

・チャーハンの材料はフタ等のない状態で調理台上に保管されていた

・加熱調理をおこなうコンロの周辺にゴキブリの生息が見られた

【原因】

・施設では常時ゴキブリが発生しており、異物混入が発生した4日前に害虫駆除を

実施していた

異物混入事例①



サラダへのプラスチック片の混入

器具の破損に従業員全員が気付かなかった。
提供前の食品の目視確認が行われていなかった。

【概要】

飲食店でカレーランチを喫食していたところ、サラダの中からプラスチック片が出てきた。

【原因】

・調理従事者が調理中にサラダの蓋を保管するプラスチックケースを落として
破損させたが、破損に気づかずにケースをそのまま使用し続けた。

・提供前のメニューの目視確認、また日々の器具類の点検が行われていなかった。

・当該施設の衛生管理マニュアルでは、食品の目視確認、食器器具類を１日１回
点検する旨は記載されていたが、守られていなかった。

マニュアルが遵守されていなかった。また、器具等を破損
させた時の対応については記載されておらず、マニュアル
の内容が足りていなかった。

異物混入事例②



弁当に金属製異物が混入

【概要】

「弁当から金属製異物が出てきた。口の中を怪我した。」
との苦情が寄せられた。

【原因】

・金たわしの一部が、まな板（合成樹脂製）に付着し、残存していたものが混入
してしまったと考えられた。

調理器具の使用前後の点検が十分できていなかった

・目視での確認が不足していた。

異物が混入しても気付けない管理体制になっていた。

異物混入事例③
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現場に入れない・持ち込まない

・不要品、紛失しやすいものは調理場内に持ち込まない

※紛失したことに気付きにくいもの（磁石など）は要注意

クリップ、ホチキス、えんぴつ、シャープペン、
キャップ付きボールペン…

・正しく身だしなみを整える

○清潔なユニフォームを着用（ほつれの有無も確認）

○毛髪のブラッシングはユニフォーム着用前に実施

・段ボールは虫がつきやすいので持ち込まない
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製品に混入・付着させない

・ガラス製のびんや容器、金属たわしの使用を避ける

・調理後には調理機器、器具類の清掃を徹底する
⇒こげの混入防止

・調理器具の使用前は、その都度破損の有無を確認する
※破損に気付いたらすぐに新しいものに交換する

・調理場内の整理整頓、清潔清掃を心がける
⇒ねずみ、虫の発生・混入防止

※虫等を発見したらそのままにせずすぐに捕獲し、
捕獲後は虫の侵入経路等原因を探って対策を講ずる

異物混入防止対策



混入した製品を排除する

・常に「入っている可能性がある」という気持ちで
目視確認を行う

・混入した恐れがある食品等についても排除する

※もし、異物混入が起きてしまったら…

再発を防止するための「原因究明」が重要！
原因がわからないと、適正な再発防止策がとれません。
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マニュアルの遵守、目視での確認・・・

結局は従事者の意識によるところが大きい

形骸化しないためには、従事者の危機意識が肝心！

みんなで実践することが
重要です！
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お問い合わせ
豊中市保健所 健康危機対策課 食品衛生係
TEL: 06-6152-7320 FAX: 06-6152-7328

ご清聴
ありがとうございました。


